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[緒言] 金属ナノ粒子配列付近に堆積した分子による赤外吸収が著しく増大する現象を表面増大赤外吸収

（SEIRA）という。この現象は長らく増大機構が不明瞭であったが我々の研究によって徐々に解明されつ

つある。具体的に我々は過去の研究において、金属ナノ粒子の粒子間隔／粒子サイズの比が増大に大きく

寄与し、とりわけその値が小さいほど吸収強度が増大することを明らかにした。[1,2] また、厳密結合波解

析(RCWA)法[3]を用いた赤外透過率のシミュレーション結果が実験値を非常に高く再現する[4]ことから、今

回の研究ではAu上のPAAの赤外吸収増大率を引き続きRCWA法を用いてシミュレーションすることで、

SEIRA研究におけるRCWAの優位性を示す。 

[実験方法]粒子高さ29nm（Cr接着層 3 nm, Au層 26 nm）、粒子サイズ100–4000 nm、粒子間隔100–4000 nm

の角柱金ナノ粒子配列をSi基板上に電子線リソグラフィを用いてリフトオフ法で作成した。赤外吸収スペ

クトルの測定はVarian 670/610-IR顕微赤外分光器を用いて垂直入射の透過法で行った。 

[計算手法]Au上PAAの赤外吸収スペクトルをシミュレートするために、RCWA法を用いて3層系（Si基板層/

角柱金ナノ粒子配列&PAA層/空気層）の透過率を計算し、得られた吸収強度から増大率を求めた。計算に

はフリーのRCWA計算ソフトS4[5]を用いた。Si、金の誘電率は文献値[6][7]を使用した。 

[結果]RCWAを用いて得られた計算値から示される赤外吸収増大率は実験値から得られた増大率を非常に

よく再現した。また、実験値、計算値共に我々が過去に提唱したSquare Columnar Model (SCM)増大機構[9]

から得られた理論値に非常に近似しており、SCMのさらなる妥当性が得られた。 
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図 1 赤外吸収増大率の比較 
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